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エピオス
（HCLO）

薬品名 製品名
一般
細菌

MRS
A

感受
性菌

耐性
菌

結核
菌

真菌 芽胞
AIDS
ｳｨﾙｽ

B型肝
炎V

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グルタードアルデハイドステリハイド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ホルマリン - ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○

次亜塩素酸ナトリウム ミルトン ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ ×

消毒用エタノール - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

ウエルパス ウエルパス ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

イソプロパノール - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

ポピドンヨード イソジン ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ×

希ヨードチンキ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ×

フェノール - ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

クレゾール石鹸液 - ○ ○ ○ ○ ○ △ × × ×

塩化ベンザルコニウム オスバン ○ △ ○ × × △ × × ×

塩化ベンザトニウム ハイアミン ○ △ ○ × × △ × × ×

クロールヘキシジン ヒビテン ○ △ ○ × × △ × × ×

両性界面活性剤 テゴー５１ ○ △ ○ × △ △ × × ×

エピオス

次亜塩素酸水の安全性：

強い殺菌力を有しながら、安全性の高い製品次亜塩素酸水は食品添加物とし
ても認可されている。

毒性試験：

（財）日本食品センター眼刺激試験（ウサギ）「無刺激物」の範疇にあるもの
と評価された。急性経口毒性試験（雌ラット）20ml/kgの投不で異常、死亡
例はなくLD50は20ml/kg以上と評価された。皮膚一次刺激試験（ウサギ）
は「無刺激性」の範疇に入るものと評価された。

保存性：

遮光容器で密閉して保存する場合、室温で約１ヶ月は十分な殺菌力(80%)を
キープした状態にあります。

次亜塩素酸水の安全性と安定性



中性電解機能水

中性殺菌水採用前後の細菌数推移
（20施設調査。資料Eより）

中性殺菌水の殺菌力試験結果

No．

採
取
時
期

地区 PH値
一般細菌
（個／mg）

水質
基準

残留塩素
濃度

（ppm）

AWS部の
細菌数
(CFU/ml)

PH値
一般細菌
（個／mg）

水質
基準

残留塩
素濃度
（ppm）

1 東京都 6.8 500 不適合 0．1以下 872 6.5 0 適合 8
2 埼玉県 7.1 0 適合 0．1以下 12,800 6.7 0 適合 5
3 東京都 7.5 0 適合 0．1以下 7,672 6.8 0 適合 4
4 富山県 6.9 0 適合 0．1以下 9,010 5.8 0 適合 10
5 北海道 6.8 0 適合 0．1以下 5,548 6.5 0 適合 6
6 東京都 7.1 410 不適合 0．1以下 740 6.7 0 適合 6
7 東京都 7.1 0 適合 0．1以下 28 6.3 0 適合 6
8 埼玉県 7.4 1000以上 不適合 0．1以下 2,344 7.0 0 適合 4
9 北海道 6.6 1000以上 不適合 0．1以下 6,920 6.3 0 適合 3
10 北海道 6.8 0 適合 0．1以下 4,570 5.8 0 適合 5
11 神奈川県 7.3 1000以上 不適合 0．1以下 10 6.8 0 適合 5
12 栃木県 6.6 450 不適合 0．1以下 3,100 6.7 0 適合 2
13 北海道 6.5 0 適合 0．1以下 0 6.0 0 適合 8
14 北海道 6.7 10 適合 0．1以下 0 6.5 0 適合 10
15 埼玉県 7.0 0 適合 0．1以下 0 6.4 0 適合 2
16 北海道 6.9 1000以上 不適合 0．1以下 2,904 6.3 0 適合 10
17 埼玉県 7.1 1000以上 不適合 0．1以下 7,024 6.8 0 適合 8
18 群馬県 7.4 1000以上 不適合 0．1以下 6,171 6.4 0 適合 10
19 埼玉県 6.9 1000以上 不適合 0．1以下 10,560 6.4 0 適合 5
20 束京都 6.9 1000以上 不適合 0．1以下 264 6.5 0 適合 5

診
療
翌
日
の
採
取

診
療
直
後

EPIOS導入後導入前

残留塩素 残留塩素
濃度 濃度

（ｐｐｍ） 接触前 10秒後 15秒後 30秒後 60秒後 （ｐｐｍ） 接触前 10秒後 15秒後 30秒後 60秒後

 Staphylococcus aureus 209p 　ｊc-l 10 ＋ - - - - 　Ｖｉｂｒｉｏ　ｐａｒａｈａｅｍｏｌｙｔｉｃｕｓ　ＡＴＣＣ　１７８０２ 10 ＋ - - - -
 スタフィロコッカス　アウレウス（黄色ブドウ球菌） 20 ＋ - - - - 　ビブリオ　バラヘモリティカス　（腸炎ビブリオ） 20 ＋ - - - -
 Micrococcus　ｆｌａｖｕｓ 10 ＋ - - - - 　Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ａｃｉｄｏｐｈｉｌｌｕｓ　ＩＡＭ１４０３ 10 ＋ - - - -
 ミクロコッカス　フラバス 20 ＋ - - - - 　ラクトバシラス　アシドフィリス 20 ＋ - - - -
 Micrococcus　luteus　ＡＴＣＣ　9341 10 ＋ - - - - 　Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｂｒｅｖｉｓ 10 ＋ - - - -
 ミクロコッカス　ルテウス 20 ＋ - - - - 　ラクトバシラス　ブレビス 20 ＋ - - - -
 Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ　ＡＴＣＣ　6633　（ｓｐｏｒｅ） 10 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 　Ｌｅｕｃｏｎｏｓｔｏｃ　ｍｅｓｅｎｔｅｒｏｉｄｅｓ 10 ＋ - - - -
 バシラス　サチラス（枯草菌） 20 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 　リューコノストック　メセンテロイデス 20 ＋ - - - -
 Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ 10 ＋ - - - - 　Ｓａｃｃｈｒｏｍｙｃｅｓｓ　ｃｅｒｅｖｉｓｉａｅ 10 ＋ - - - -
 クロストリジウム　バーフリンジェンス　（ウェルシュ菌） 20 ＋ - - - - 　サッカロミセス　セルビシー　（パン酵母） 20 ＋ - - - -
 Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ　ｆａｅｃａｌｌｓ　ＣＮ－478 10 ＋ - - - - 　Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ　Ｃ－６ 10 ＋ ＋ ＋ ＋ -
 エンテロコッカス　フェカーリス 20 ＋ - - - - 　キャンジダ　アルビカンス　（カンジダ） 20 ＋ ＋ - - -
 Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ　ＮＩＨＪ　ＪＣ－２ 10 ＋ - - - - 　Ｈａｎｓｅｎｕｌａ　ａｎｏｍａｌａ 10 ＋ ＋ - - -
 エシェリキア　コリ（大腸菌） 20 ＋ - - - - 　ハンセヌーラ　アノモーラ　（ハンセヌラ） 20 ＋ - - - -
 Ｓｈｉｇｅｌｌａ　ｓｏｎｎｅｉ 10 ＋ - - - - 　Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｃｉｔｒｉｎｕｍ 10 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
 シゲラ　ソンネイ　（赤痢菌） 20 ＋ - - - - 　ペニシリウム　シトリナム　（青カビ） 20 ＋ ＋ ＋ ＋ ＋
 Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｅｎｔｅｒｉｔｉｄｉｓ 10 ＋ - - - -
 サルモネラ　エンテリチジス　（サルモネラ） 20 ＋ - - - -
 Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｔｅｒｉｔｉｄｉｓ 10 ＋ - - - - 残留塩素

 シュードモナス　アエルキノーザ　（緑膿菌） 20 ＋ - - - - 濃度

 Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｓ　ＩＦＯ　３４５９ 10 ＋ - - - - （ｐｐｍ） 2.5分後 5分後 10分後 15分後 30分後

　シュードモナス　フルオレッセンス 20 ＋ - - - -  Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｕｂｔｉｌｉｓ　ＡＴＣＣ　6633　（ｓｐｏｒｅ） 10 ＋ ＋ ＋ - -
　Ｅｎｔｅｒｏｂａｃｔｅｒ　ｃｌｏａｃａｅ　ＴＬ－１４ 10 ＋ - - - -  バシラス　サチラス（枯草菌） 20 ＋ ＋ - - -
　エンテロバクター　クロアカエ　（大腸菌群） 20 ＋ - - - - 　Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｕｍ　ｃｉｔｒｉｎｕｍ 10 ＋ ＋ - - -
　Ｃｉｔｒｏｂａｃｔｅｒ　ｆｒｅｕｎｄｉｉ　ＴＬ－１２ 10 ＋ - - - - 　ペニシリウム　シトリナム　（青カビ） 20 ＋ - - - -
　サイトロバクター　フロインディ　（大腸菌群） 20 ＋ - - - -
　Ｓｅｒｒａｔｉａ　ｍａｒｃｅｓｃｅｎｓ　ＯＵ－２９ 10 ＋ - - - -
　セライシア　マルセッセンス　（セラチア） 20 ＋ - - - -
　Ｌｉｓｔｅｒｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ　ＭＬ－２ 10 ＋ - - - -
　リステリア　モノサイトゲネス　（リステリア菌） 20 ＋ - - - -
　Ｃａｍｐｙｒｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎｉ　ＫＫ　１０２０ 10
　カンピロバクター　ジェジュニ　（カンピロバクター） 20
　Ａｃｈｒｏｍｏｂａｃｔｅｒ　ｌｉｑｕｉｄｕｍ 10 ＋ - - - -
　アクロモバクター　リクイダム 20 ＋ - - - -
　Ｙｅｒｓｉｎｉａ　ｅｎｔｅｒｏｃｏｌｉｔｉｃａ　ＩＩＤ－９８１ 10 ＋ - - - -
　エルシニア　エンテロコリチカ　（エルシニア） 20 ＋ - - - -

液体培地には増殖せず

　　　　　〃

発育の有無試　　験　　菌

発育の有無

試　　験　　菌 発育の有無

試　　験　　菌

表１　電解中性殺菌水の殺菌力試験結果（発育の有無） 表２　電解中性殺菌水の殺菌力試験結果（発育の有無）

表３　電解中性殺菌水の殺菌力試験結果（発育の有無）

エンペ
ロープ 接触前 30秒後 1分後 3分後 5分後 10分後

テングウイルス

（Ｃ型肝炎類似ウイルス）

センダイウイルス

（気管支炎ウイルス）

コクサツキーウイルス

（Ａ型肝炎類似ウイルス）

単純ヘルペスウイルス

（Ｂ型肝炎類似ウイルス） － －

－ － － －

－ － － －

＋ － － －

＋ － － － － －

＋ －

ウイルス増殖の有無

＋ －無

無

無

無

ＲＮＡ

ＲＮＡ

ＲＮＡ

ＤＮＡ

試験ウイルス 核酸

表４　電解中性殺菌水の抗ウイルス効果試験

神戸大学微生物学教室

大阪大学微生物病研究所細菌血清学部門

株式会社マルコ検査センター

日本食品分析センターより

残留塩素濃度 １５ｐｐｍ
ｐＨ６．５

日本大学大学院グローバル研究所
口腔衛生学会より

残留塩素濃度 １０ｐｐｍ
２０ｐｐｍ
ｐＨ６．５

残留塩素濃度
１０ｐｐｍ
ＰＨ６．５



ＨＯＣＬ ＇12.5ｐｐｍ（

ＯＣＬ▔＇487.5ｐｐｍ（

ＣＬ₂ ＇塩素ガス（

Ｎａ⁺ ＇ナトリウムイオン（

Ｈ₂Ｏ＇水（

ＮＨ₃＇アミノ基（
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ＨＯＣＬ＇71ｐｐｍ（

ＯＣＬ▔(29ｐｐｍ（
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洗口時間20秒ｐＨ 9.0 7.0

Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ 18℃ 36℃

ＨＯＣＬ 12.5ｐｐｍ 71ｐｐｍ

ＯＣＬ▔ 487.5ｐｐｍ 29ｐｐｍ

NH₂CL＇mono)

5.0<ｐH<8.0NHCL₂(di)臭いあり

NCL₃＇Tri)

NH₂CL+NHCL₂ 0          400ppm

30秒後

殺菌力UP

1/25→16ｐｐｍOCL▔に相当

高濃度次亜水により洗口した時の化学反応



タンパク分解・洗浄殺菌

殺菌効果（HOCL）ＵＰ

洗口20秒後、口腔内で
pHが下がる。

EPIOS ECO SYSTEM

EPIOS Dr.PLUS

次亜塩素酸存在比率とｐＨの関係



微酸性電解水｢ピュアスター水｣の殺菌効果

Ｂ．ＳｕｂｔｉｌｌｉｓＡＴＣＣ6633 芽胞のピュアスター水殺菌効果試験

ＢＳＡの除去率に及ぼす（Ａ）次亜塩素酸ナトリウム濃度
とｐＨ、及び（Ｂ）次亜塩素酸イオンの濃度の関係

岡山県工業技術センター

ペプチド結合

2つのアミノ酸の脱水結合によって形成するペプチド結合


